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弘前市民参画センター

自
分
で
何
と
か
す
る
し
か
な
い
と

悟
っ
た
時
か
ら
、

人
の
成
長
は
始
ま
る
。
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弘前市民参画センター事業紹介「「「「第第第第２２２２回回回回ひひひひととととににににややややささささししししいいいい社社社社会会会会推推推推進進進進セセセセミミミミナナナナーーーー」」」」ほか Ｐ２・３

まなぼ「「「「女女女女性性性性活活活活躍躍躍躍推推推推進進進進法法法法」」」」 Ｐ４

おとこの気持ち聞いちゃいました「「「「ササササララララメメメメシシシシはははは愛愛愛愛妻妻妻妻弁弁弁弁当当当当」」」」 Ｐ５

さんかくひとりごと「「「「日日日日々々々々のののの生生生生活活活活のののの中中中中でででで…………」」」」 Ｐ５

男女・団体紹介「「「「素素素素敵敵敵敵なななな仲仲仲仲間間間間～～～～ララララケケケケッッッットトトトテテテテニニニニスススス 健健健健球球球球会会会会～～～～」」」」
ひ と グループ

Ｐ６

利用者・利用団体紹介「「「「おおおお話話話話シシシシャャャャワワワワーーーー」」」」ほか Ｐ７

本の紹介「「「「げげげげんんんんばばばばくくくくととととげげげげんんんんぱぱぱぱつつつつ」」」」 Ｐ８

センターからのお知らせ Ｐ８

弘前城天守は

石垣改修に伴う

曳屋工事により

77.6メートル

移動しました！

弘弘弘弘前前前前市市市市ママママススススココココッッッットトトトキキキキャャャャララララククククタタタターーーー『『『『たたたたかかかか丸丸丸丸くくくくんんんん』』』』
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弘前市民参画センター事業紹介

11
月
30
日
、
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
で

第
２
回
ひ
と
に
や
さ
し
い
社
会
推
進
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
青
森
理
事
長
の
佐

藤
恵
子
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
交
際
中

の
若
い
恋
人
同
士
の
間
で
お
き
る
「
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
」
の
実
態
や
特
徴
に
つ
い
て
、

一
般
的
な
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
と
と
も
に
解
説
し
ま
し

た
。佐

藤
さ
ん
は
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
、

暴
力
を
ふ
る
う
理
由
も
要
因
も
Ｄ
Ｖ

（
婚
姻
中
、
事
実
婚
の
中
で
お
き
る
暴

力
）
と
共
通
し
て
い
る
と
し
た
上
で

「
一
般
的
な
Ｄ
Ｖ
の
特
徴
に
加
え
て
思

春
期
・
青
年
期
の
特
徴
的
な
心
理
や
性

意
識
・
行
動
が
影
響
し
て
い
る
。
そ
れ

を
理
解
し
た
支
援
が
必
要
」
と
語
り
ま

し
た
。

現
在
の
Ｄ
Ｖ
防
止
法
で
は
、
Ｄ
Ｖ
は

被
害
者
保
護
と
自
立
支
援
が
目
的
で
、

同
居
し
て
い
な
い
交
際
相
手
の
暴
力
は

Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
一
部
に
し
か
含
ま
れ
て

い
な
い
と
説
明
。
さ
ら
に
、
ス
ト
ー
カ
ー

事
件
の
多
く
は
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
延
長

線
上
で
起
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
い
う
言
葉
は
、
改
め

て
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
と
示
す
た
め

に
使
う
背
景
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
暴
力
に
つ
い
て
身
体

的
・
精
神
的
・
性
的
・
経
済
的
暴
力
や

強
い
束
縛
な
ど
多
様
に
行
わ
れ
て
い
る

具
体
例
を
紹
介
。
「
そ
の
本
質
は
、
親

密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
自
分
の
思
い
通
り

に
操
り
支
配
す
る
の
が
目
的
。
相
手
の

自
由
を
奪
う
と
い
う
こ
と
は
人
権
侵
害

で
あ
り
、
犯
罪
に
匹
敵
す
る
行
為
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
と
い
う
言
葉
は
知
ら
れ
て
き
て

は
い
る
が
、
依
然
と
し
て
誤
解
や
無
理

解
が
多
い
と
話
し
、
「
加
害
者
か
ら
離

れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
別
れ
ら
れ
な
い
、
逃
げ
ら
れ

な
い
状
況
も
あ
る
。
離
れ
ら
れ
た
と

し
て
も
、
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
抱
え

た
ま
ま
、
子
ど
も
に
も
影
響
を
与
え
、

生
活
が
う
ま
く
い
か
な
い
被
害
者
が

た
く
さ
ん
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
で
は
「
『
若
い

世
代
で
一
方
的
に
支
配
さ
れ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
』
『
結
婚
し
て
い
な
い

の
だ
か
ら
別
れ
る
の
は
簡
単
』
な
ど

理
解
が
進
ん
で
い
な
い
」
と
話
し
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
一
部
の
例
外
的
な
問

題
で
は
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

過
去
に
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受

け
た
女
性
の
事
例
で
は
「
交
際
相
手

に
凄
い
暴
力
を
受
け
、
離
れ
よ
う
と

す
る
と
さ
ら
に
暴
力
を
受
け
た
。
そ

の
女
性
の
み
な
ら
ず
家
族
の
名
誉
ま

で
傷
つ
け
ら
れ
、
20
年
以
上
経
っ
て

い
る
が
ま
だ
回
復
し
て
い
な
い
」
と

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
影
響
に
つ
い
て
も
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、
性
交
渉
に
よ
る
妊
娠
の

恐
れ
や
性
感
染
症
な
ど
も
、
深
刻
な
問

題
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
特
徴

に
つ
い
て
「
年
齢
が
若
い
た
め
、
性
的

関
係
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
交
際
相
手
に

特
権
意
識
を
持
ち
束
縛
す
る
。
被
害
者

は
そ
れ
を
愛
情
と
錯
覚
し
、
暴
力
を
容

認
し
当
事
者
同
士
が
加
害
者
、
被
害
者

意
識
を
持
ち
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。
被

害
を
感
じ
て
も
相
談
先
を
知
ら
な
い
」

と
説
明
。
「
一
般
的
な
Ｄ
Ｖ
と
は
区
別

し
て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
語
り

ま
し
た
。

青
森
県
と
協
働
で
、
中
学
生
に
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
防
止
セ
ミ
ナ
ー
を
し
て
い
る
佐

藤
さ
ん
は
、
「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
か
ら
相

手
を
大
事
に
す
る
よ
う
な
関
係
の
持
ち

方
、
言
い
方
を
考
え
、
ど
う
い
う
と
こ

ろ
が
問
題
か
と
い
う
提
示
の
仕
方
を
し

て
い
る
。
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
」
と
述
べ
、
将
来
の
Ｄ
Ｖ
を

根
絶
す
る
た
め
の
教
育
の
重
要
性
を
語

り
ま
し
た
。

会
場
で
は
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、
来

場
者
は
佐
藤
さ
ん
の
話
を
真
剣
に
聞
き

学
ん
で
い
ま
し
た
。

平平平平
成成成成
22227777
年年年年
度度度度
第第第第
２２２２
回回回回
ひひひひ
とととと
にににに
やややや
ささささ
しししし
いいいい
社社社社
会会会会
推推推推
進進進進
セセセセ
ミミミミ
ナナナナ
ーーーー

「「「「
知知知知
っっっっ
てててて
いいいい
まままま
すすすす
かかかか
？？？？
デデデデ
ーーーー
トトトト
ＤＤＤＤ
ＶＶＶＶ
」」」」

被害者相談カードを手にとり

「悩んでいる人は、アクセス

して欲しい」と語る

講師の佐藤恵子さん

デートＤＶへの理解を深める参加者

Ｄ
Ｖ
と
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

そ
の
形
態
と
本
質

誤
解
と
無
理
解

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
特
徴
と
は
？

か
ら
だ
、
心
へ
の
影
響

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
防
止
教
育
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～～～～「「「「参参参参画画画画だだだだよよよよりりりり」」」」ははははここここんんんんなななな感感感感じじじじでででで作作作作らららられれれれてててていいいいまままますすすす ～～～～

平成13年７月から年３回発行している「参

画だより」は、今号で第58号になりました。

そこで今回は、参画だよりを作っている編

集員を紹介し、発行するまでの行程などにつ

いてお知らせしたいと思います。

現在編集員は、参画センター利用者でもあ

るボランティア編集員３名と、センター職員

５名の計８名で構成されています。ボランティ

ア編集員のかたは、「男の気持ち聞いちゃいま

した」「さんかくひとりごと」「利用者インタ

ビュー」「本の紹介」と、主に男女共同参画に

関わるインタビュー記事やコラムを担当して

います。インタビューの相手を探すのが大

変ですが、お願いしたかた皆さん、快く受け

ていただいています。（次はあなたかも知れま

せんので、そのときはよろしくお願いします）

発行までに２回編集会議を行い、１回目で

紙面内容の検討と担当記事の割り振り、２回

目はできた原稿を推敲、校正をしてその後、

印刷、発行となります。

参画だよりに活動状況などを紹介したいと

思っている個人やグループ、また、編集に携

わってみたいと思っているあなた！遠慮しな

いで声をかけてください。お待ちしています。

とても明るいボラン
ティア編集員の３人。
会議は笑顔であふれ
ています。

ときには、真剣な議
論も飛び交います。

弘
前
市
で
は
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

日
本
興
亜
株
式
会
社
と
「
ひ
ろ
さ
き
地

方
創
生
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
損
保
ジ
ャ

パ
ン
日
本
興
亜
を
は
じ
め
と
す
る
市
内

企
業
等
と
協
働
で
女
性
の
活
躍
を
目
指

し
た
異
業
種
交
流
会
（
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｓ
ａ

ｋ
ｉ

ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ

ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ

ｔ
）
を
今
後
開
催
す
る
予
定
で
す
。

先
日
、
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
先
駆
け
と
な
っ

て
い
る
横
浜
市
の
異
業
種
交
流
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
「
女
性
活
躍
推
進
に
向
け
た
男
性

の
意
識
改
革
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
上

場
企
業
等
の
社
員
の
集
ま
り
と
い
う
だ

け
あ
っ
て
活
発
な
話
し
合
い
と
発
表
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
弘
前
で
も
、
各

企
業
や
大
学
、
女
性
農
業
者
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
女
性
の
活
躍

に
向
け
て
、
ま
ず
は
交
流
を
深
め
ら
れ

た
ら
い
い
な
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
異
業
種
交
流
会
に
つ

い
て
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

女女女女
性性性性
のののの
活活活活
躍躍躍躍
推推推推
進進進進
にににに
向向向向
けけけけ
てててて
一一一一
歩歩歩歩
前前前前
進進進進
中中中中
！！！！

写真（左から順に）当センター職員

葛西市長・損保ジャパン日本興亜支店長の

黒田さんと副長の上原さん

横浜市で行われた異業種交流会の様子



 

 ねぇ、平成 27 年 9 月に「女性の職業生活におけ

る活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が

成立したのは知ってる？ 

 男女雇用機会均等法ができてから 30 年がたったけど、職場とかではまだ男女

平等だとはいえないよね？育児や介護で、働きたくても働けない女性がいたりと

か、職場でのリーダーもまだ男性がほとんどだしね。最近では、人口減少による

労働力の不足やグローバル化に対応するためにも、企業はいろんな人材を求めて

いるみたいだよ。 

 こうしたなか、国ではまだ発揮されていない女性のチカラを『我が国最大の潜

在力』と呼んでいて、世の中では女性が活躍できる社会をつくることが今すごく

求められているんだ！そのための一歩として、この法律ができたらしいよ。 

国や地方公共団体、301 人以上の人を雇用している企業は、 

2016 年 4 月 1 日までに、 

①  女性の活躍状況の把握・課題分析 

②  行動計画の策定・周知・公表・届け出 

③  女性の活躍に関する情報の公表などをしないといけなみたい。 

（300 人以下の企業は努力義務だよ） 

事業者にとっての良い点は、公表した事業者に対して、入社したい

人が増え、優秀な人材の確保がしやすくなるね。女性活躍推進の優良

企業は認定をうけることもできる。女性は、その公表された情報をも

とに、就職先の企業を選ぶことができるから安心なんだよ。 

聞いたことはあるけど… 

どうしてこの法律ができたんだろう？ 

じゃあこの法律はどんな内容なの？ 

そうだったんだ！情報を公表することでどんなメリ

ットがあるのかな？ 

なるほど！この法律によって女性の活躍が進んで、男女共同参

画社会に近づくといいね！経済も活性化するかも！ 

4

ま な ぼ 「女性活躍推進法」

女女女女性性性性活活活活躍躍躍躍推推推推進進進進法法法法

このページは男女共同参画についての学びを深めようという

ことから企画されているページです。

？

？

？

！！
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おとこの気持ち・さんかくひとりごと

～日々の生活の中で…～

○ 友人の話に？？？

彼女の孫は小学５年生の男の子である。６年生になったら男女混合名簿になる

のだという。そして今までは女の子がエンジ・男の子がブルーと指定されていた

体操着が廃止になり、何を着用してもいいのだそうだ。それはそれできちんと説

明してもらえればいいのだが、その理由づけに男女共同参画社会という言葉が引

き合いに出されたとのこと。「それってどうなの？」と聞かれ「それって違うん

じゃない？」と答えたものの、その理由を明確に言えなかった自分にガッカリ！

○ 思いおこせば…

21世紀に突入しようという2000年、ある講座で初めて「男女共同参画社会」や

「ジェンダー」などという言葉に出合った。ちょうど自分の生き方を考えてみた

いと思ったときだ。企業戦士とも呼ばれた時代の人と結婚し、３人の子を産み、

子育て、家事は妻である自分の仕事だと信じて疑わず、仕事と家事の両立に奔走

していた。娘や息子が親になった今、少しずつではあるが確実に時代の変化を感

じている。

「男女共同参画社会という言葉あまり聞かなくなったなぁ～」

と思っていると「もう十分進んでいるでしょう」という声があち

らこちらで聞かれることがある。「ほんとかなぁ～」と疑問。だっ

たら「女性が輝く社会」って今更言わなくても、輝く女性がたく

さんいてもおかしくないのに…。

Ｑ．男女共同参画という言葉を知っていますか？

Ａ．テレビで知りました。
Ｑ．職場で同じ仕事をしている女性はいますか？

Ａ．います。電気工事なので男社会ですが、最近

技師免許を取って現場で同じように働いている

人がいます。
Ｑ．女性のリーダーをどう思いますか？

Ａ．自分の仕事をキチンとしていたら男も女も関

係ないと思います。

Ｑ．生まれ変わるとしたら男の方がいいですか？
Ａ．もちろん、（強く）男のほうがいいな…。

Ｑ．家庭の中でできる家事はありますか？

Ａ．掃除です。階段と玄関がわたしの当番です。
それと自分の食器洗いかな。

Ｑ．そのことは家族に感謝されていますか？

Ａ．い～え。それが当たり前だと思っているで

しょう（笑）。
Ｑ．急な思いつきでパートナーといっしょにどこか

に出かけることはありますか？

Ａ．あります。休みによくイベントを見つけて出

かけますね。
Ｑ．今の女性、これからの女性に望むことはありま

すか？

Ａ．う～ん…。いいんじゃないですか。他人に迷

惑をかけなければ自由であって。

～～～～ササササララララメメメメシシシシはははは愛愛愛愛妻妻妻妻弁弁弁弁当当当当～～～～

初対面で“昭和の人”を感じました。質
問しているときも、遠くを見るようにして、
話を聞き逃さないという感じで耳を傾けて
くれる。会社では２階の事務所へ上がると
き、階段を早足で一気に上がって行く、ま
だまだ若い者には負けないという気迫があ
る。今日も仕事の現場をフットワークよく
移動していることでしょう。その原動力は
やはり22歳からの付き合いで、いつも一緒
の奥さんでしょうネ。（＾－＾） 梅

60代・会社員・既婚

インタビューを終えて
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ひ と グループ

会会会会
をををを
作作作作
るるるる
きききき
っっっっ
かかかか
けけけけ

そ
れ
は
、
平
成
21
年
８
月
か
ら
開

催
さ
れ
た
青
森
県
武
道
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
、
県
武
道
館
が
新
規
事
業
と

し
て
、
地
域
に
根
差
し
た
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
企
画
。
周
辺
地
域
の
体
育
協

会
と
協
議
し
、
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
と
は
、
日
本
全

国
で
愛
好
さ
れ
て
い
る
テ
ニ
ス
型
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー

ト
を
準
用
し
、
ボ
ー
ル
は
ス
ポ
ン
ジ

製
の
専
用
ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
る

た
め
、
老
若
男
女
ど
な
た
で
も
楽
し

め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

教
室
も
予
定
の
２
ヵ
月
を
終
え
る

と
き
、
多
数
の
受
講
生
か
ら
「
せ
っ

か
く
で
き
た
こ
の
メ
ン
バ
ー
を
解
散

す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
お
互
い

の
健
康
維
持
の
た
め
に
も
サ
ー
ク
ル

を
作
り
、
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

話
に
な
り
、
16
名
（
男
女
と
も
８
名
）

で
『
健
球
会
』
を
結
成
。
会
長
に
安

達
光
雄
さ
ん
を
選
任
。
小
野
源
蔵
さ

ん
に
コ
ー
チ
を
お
願
い
し
、
会
場
を

県
武
道
館
と
し
て
平
成
21
年
11
月
１

日
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。

活活活活
動動動動
内内内内
容容容容
はははは
？？？？

ル
ー
ル
の
学
習
と
基
本
練
習
を
し

な
が
ら
健
康
維
持
・
増
進
。
ま
た
、

技
術
の
向
上
を
目
標
に
活
動
し
、
年

何
回
か
地
区
及
び
県
大
会
に
出
場
し

て
い
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
、
12
時
30
分
か
ら
15

時
30
分
の
３
時
間
、
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ

ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
会

員
の
親
睦
と
し
て
、
新
年
会
と
河
西

体
育
館
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

と
の
交
流
会
を
通
じ
、
広
く
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

ここここ
れれれれ
かかかか
らららら
のののの
展展展展
望望望望

特
に
男
女
共
同
参
画
を
意
識
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
長
を
中

心
に
男
女
各
１
名
の
副
会
長
で
役
員

を
組
織
し
、
組
織
向
上
の
た
め
の
意

見
を
男
女
関
係
な
く
受
け
入
れ
て
い

ま
す
（
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
女
性

の
意
見
が
強
い
と
思
う
？
）
。
皆
さ
ん

に
自
慢
で
き
る
素
敵
な
仲
間
た
ち
だ

と
思
い
ま
す
。

発
足
当
時
、
夫
婦
で
の
会
員
が
２

組
あ
り
ま
し
た
。
現
在
15
名
で
活
動

中
で
す
が
、
若
干
名
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
素
敵
な
仲
間

と
逢
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
心
身
と
も
に
健

康
に
な
れ
ま
す
。
会
費
は
月
５
０
０

円
で
す
。
ど
う
ぞ
、
入
会
希
望
さ
れ

る
方
は
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
県
武
道
館
か
ら
の

助
言
を
い
た
だ
き
、
笑
顔
で
元
気
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
れ

が
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
一
助
に
な

れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

連
絡
先

会
長

安
達
光
雄

電
話

《
０
１
７
２
・
２
７
・
３
２
７
９
》

「男女・団体」紹介
ひ と グループ

素
敵
な
仲
間

「
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス

健
球
会
」

～
誰
も
が
健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
～

小
野
春
一
さ
ん

ダブルス練習の様子

平成23年 県大会ダブルス優勝
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利用者・利用団体紹介

◆セセセセンンンンタタタターーーーのののの利利利利用用用用目目目目的的的的とととと利利利利用用用用頻頻頻頻度度度度はははは？？？？

書道教室を開いていて、月刊誌に生徒さんの書道を載せ

るので、作品を選出して本部に送るために仲間と打ち合

せするのに利用しています。頻度は作品をまとめるのに

月１回とその他の会合があるときなので月１～２回くら

い。あと年１回総会のときに使っています。

◆当当当当セセセセンンンンタタタターーーーをををを利利利利用用用用ししししててててみみみみたたたた感感感感想想想想ををををおおおお聞聞聞聞かかかかせせせせくくくくだだだだささささいいいい。。。。

場所が街中にあるので交通の便が良く通いやすいです。

ほかの利用者に遠慮しなくてもよく、ゆったりと使える

ので安心できます。

◆当当当当セセセセンンンンタタタターーーーにににに要要要要望望望望ははははあああありりりりまままますすすすかかかか？？？？

心地よく使っているので、特別にはないです。

◆「「「「男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画」」」」ににににつつつついいいいてててて感感感感想想想想ををををおおおお聞聞聞聞かかかかせせせせくくくくだだだだささささいいいい。。。。

「男女共同参画」という言葉は改まって考えてはいませ

んが、男性が育児休暇を取り率先して育児に参加してい

るという点では時代の流れを感じています。核家族が増

えてきて、若い人たちは子どもを１人生んで育てていく

大変さ。商売が廃業したり老人が施設に入ると持ち家も

空き家になるという時代の流れの中で、抱えている問題

も大きいと感じています。定年が60～65歳でも今まで培っ

てきた才能を活かせるように、若い人たちが安心して子

どもを産める世の中になってほしいものです。

◆「「「「今今今今一一一一番番番番」」」」のののの楽楽楽楽ししししみみみみはははは何何何何ででででししししょょょょううううかかかか？？？？

私の生きがいは「書道」です。「書道」を通して仲間た

ちとコミュニケーションをとることなので、努めて外に

出かけて行くようにしています。

セセセセンンンンタタタターーーー利利利利用用用用者者者者にににに突突突突撃撃撃撃イイイインンンンタタタタビビビビュュュューーーー

７０代・男性

打ち合わせの中インタビューにお答えく

ださいましてありがとうございました。月１

～２回くらいの頻度で利用して頂いていると

お聞きしましたが、何かお気づきのことがあ

りましたらご遠慮なくお話くださいね。

by のん

弘
前
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
紹
介

自
分
の
好
き
な
本
を
保
育
園

の
こ
ど
も
た
ち
や
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
ご
利
用
の
み
な
さ
ま
に
読

ん
で
あ
げ
る
活
動
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

平
成
15
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
朗
読
」
を
受
講
し

て
い
た
３
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、

先
生
の
勧
め
も
あ
っ
て
始
め
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
が
、

現
在
も
メ
ン
バ
ー
８
人
が
絵
本

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

お
話
シ
ャ
ワ
ー
で
は
、
毎
月
一
度
、

花
園
保
育
園
や
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

訪
問
し
て
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

本
の
朗
読
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
年
齢
も
出
身
地
も
趣

味
も
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
「
お
話

の
世
界
を
お
伝
え
し
て
、
そ
の
魅
力

を
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
々
の
心
に
届

け
た
い
」
と
願
っ
て
は
、
鏡
に
向
か
っ

お話シャワーへのお誘い

て
滑
舌
の
筋
ト
レ
に
励
む
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
季
節
や
行
事
に
合

わ
せ
て
手
遊
び
や
歌
を
取
り
入
れ
た

り
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
配
役
を
決
め

て
ひ
と
つ
の
作
品
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

毎
月
末
に
は
、
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

を
お
借
り
し
て
定
例
会
を
開
き
ま
す
。

そ
の
月
に
訪
問
先
で
読
ん
だ
本
の
内

容
を
報
告
し
合
い
、
次
回
の
予
定
を

連
絡
し
ま
す
。
そ
こ
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
悩
み
や
子
育
て
の
現
状
等
、
身

お

話

シ

ャ

ワ

ー

近
で
感
じ
た
社
会
の
動
向
を
知
る
機

会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
是
非
お
話
シ
ャ
ワ
ー
の

仲
間
に
加
わ
り
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た

の
入
会
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

連
絡
先

長
内

よ
う
子

☎
０
１
７
２
（
３
３
）
０
７
５
２

2014年２月16日

第３回市民ボランティア交流まつり
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弘弘弘弘前前前前市市市市民民民民参参参参画画画画セセセセンンンンタタタターーーー

「「「「げげげげんんんんばばばばくくくくととととげげげげんんんんぱぱぱぱつつつつ」」」」

文・絵 増山 麗奈
発行所 子どもの未来社

～～～～未未未未来来来来にににに伝伝伝伝ええええたたたたいいいいみみみみんんんんななななのののの思思思思いいいい～～～～

東京都江戸川区にある滝野公園に原爆の犠牲

者を追悼する追悼碑が存在するという。区内で

暮らす被爆者たちの思いが人から人へとつながっ

て募金が集まり、1981年に完成されたもので、

民間の人々が造り区立公園で管理するという全

国でも稀な追悼碑だそうだ。

「ぼくは、石だ。」ではじまるこのお話は追悼

碑に選ばれた石が読者に語りかけるように書か

れている。ぼくがどのようにして追悼碑に生ま

れ変わっていったのか、私たちには想像もでき

ないようなつらい体験をした被爆者たちの思い

が、子どもたちにも伝わるような言葉で表現さ

れている。「“げんばく”はこりごりだ」という

みんなの思いが胸にひびいてくる。

ぼくが東京に暮らしてから、被爆した人たち

や千羽鶴を折ってくれる子どもたちと“げんば

く”のない世界を祈っていたのに、この公園に

来て30年目の春に悲しいことが起こった。大き

な地震と津波がおきて福島にある“げんぱつ”（原

子力発電所）が爆発した。“げんぱつ”からは放

射能が混じった空気や水が漏れだし、ぼくの町

にも放射能がやってきた…。

この絵本の最後を「ぼくは“げんばくとげん

ぱつ”の記憶を未来につたえる石になろうとお

もった」という言葉で結んでいる。2011年3月11

日の東日本大震災から５年が過ぎた。原発事故

のために現在もたくさんの方々が避難生活を送っ

ていることを私たちは忘れてはいけないという

思いを新たにした。

by komori

本 の 紹 介

編 集 後 記
今年の冬は雪が少なく過ごしやすかったですね。今年

度最後の参画だよりに一年間の思いが甦ってきました。

それぞれの「卒業」と「旅立ち」で悲喜交々、新たな気

持ちでスタートへ向かいたいところです。私も新たなス

タートへ向かいます。今まで培ってきた財産を糧に悔い

のない人生をおくります。 ｂｙ のん

〒036-8355 弘前市大字元寺町1番地13
TEL 0172-31-2500
FAX 0172-36-1822

開館時間 9:00～22:00
休館日 12月28日～１月３日

http://www.city.hirosaki.aomori.jp/sankaku/

仲仲仲仲間間間間同同同同士士士士でででで

ググググルルルルーーーーププププ活活活活動動動動室室室室をををを利利利利用用用用ししししてててて

会会会会議議議議・・・・勉勉勉勉強強強強会会会会・・・・茶茶茶茶話話話話会会会会

手手手手芸芸芸芸・・・・ヨヨヨヨーーーーガガガガななななどどどどななななどどどど

パパパパソソソソココココンンンン・・・・ポポポポススススタタタターーーー

チチチチララララシシシシななななどどどどでででで

情情情情報報報報収収収収集集集集！！！！

【参画だよりに関するご意見、ご感想をお寄せください】

ググググルルルルーーーーププププ活活活活動動動動ののののたたたためめめめのののの

資資資資料料料料作作作作りりりりももももででででききききるるるる！！！！

印印印印刷刷刷刷機機機機・・・・裁裁裁裁断断断断機機機機・・・・ココココピピピピーーーー機機機機・・・・
穴穴穴穴ああああけけけけパパパパンンンンチチチチももももあああありりりりまままますすすす

ふふふふれれれれああああいいいいホホホホーーーールルルルでででで

勉勉勉勉強強強強・・・・読読読読書書書書ななななどどどど自自自自学学学学すすすするるるる！！！！

ココココミミミミュュュュニニニニケケケケーーーーシシシショョョョンンンンのののの場場場場ととととししししてててて

ごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい♪♪♪♪（（（（飲飲飲飲食食食食ＯＯＯＯＫＫＫＫ！！！！））））

ごごごご存存存存知知知知でででですすすすかかかか？？？？

市民参画センターで
あんなこと…こんなこと…

２２２２階階階階とととと３３３３階階階階ににににはははは、、、、おおおおむむむむつつつつ

替替替替ええええががががででででききききるるるる広広広広々々々々ととととししししたたたた

トトトトイイイイレレレレももももあああありりりりまままますすすす。。。。

どどどどううううぞぞぞぞごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい☆

ここここんんんんななななととととこここころろろろもももも

タタタタイイイイトトトトルルルル


